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平成 30 年度実績報告書の刊行にあたって 
                  教育研究開発センター長  村田顕也 

 
 医学部では、平成 29 年 2 月から医学教育分野別評価部会を 4 回開催し、5 月に日本医

学教育評価機構への「改善報告書」を提出しました。この提出を受け、本学は医学教育

分野別評価基準に適合していると平成 29 年 4 月 1 日付けで認定を受けました。その内容

は、平成 30 年度のカリキュラムにも反映されています。 
分野別評価では、次回の認定（2023 年 3 月 31 日）までに①学生への能動的授業の推進 

②多職種連携臨床実習の充実 ③教養・基礎・臨床の教育融合の促進 ④臨床実習での電

子カルテやポートフォリオの利用などによる教育評価の実践 ⑤IR 部門の設置などの改善

が求められています。①については、能動的授業の一環として H30 年度から、3 年次の

基礎配属を通年化で実施し、教育研究開発センターは、そのカリキュラムの調整と発表

会の準備と運営を行っています。また、学外での地域福祉施設体験実習や地域実習の報告

会を開催し、経験の共有化をはかりました。②については、保健看護学部・薬学部との教

育の更なる連携 ③については、講義の垂直統合、水平統合の議論を進め、改変を目指

しています。④については、臨床実習のパーフォーマンス評価としての mini-CEX の集計

結果を定期的に開催される臨床 director 会議で公開し、各学生の臨床実習に関する情報を

共有し、その後の学生教育に利用しています。 
平成 30 年度からは、臨床実習の選択期間を 18 週に延長し、総実習時間を 62 週まで延

長しました。選択実習は、5 年次の臨床実習では経験できない症例を経験してもらうこと

が可能です。臨床実習後 OSCE（Post CC-OSCE）は、本学は独自にこれまでも施行して

いましたが、本年度も、機構のトライアルに参加し、機構課題１，独自課題 2 の計 3 ス

テーションで行い、2020 年の本格実施に対応するための準備を行っています。卒業試験

については、これまでの臨床各科の総合試験に加えて、近畿の公立私立の医学部･医科大

学が共同で作成した共通試験を導入し、学内試験や国家試験との関連性を検討します。 

 臨床技能研修センターは、利用者合計が、6,072人と昨年同様の利用率でした。ま

た、看護師の特定行為研修も本格的に開始され、シミュレーターを用いた臨床技能教

育のためのプログラムについて、開発や実習・研修制度の確立をめざします。 
 本学は、2021 年度に薬学部が開設されますが、三学部を有する医療系大学としての教育

の改革が進むように事業を展開していきたいと思っております。今後とも皆様のご協力を

賜りますよう御願い申し上げます。 
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和歌山県立医科大学教育研究開発センター規程    

制  定 平成 18年４月１日 和医大規程第１４号 

最終改正 平成 22年 2月 23日  

（趣旨）  
第１条 この規程は，和歌山県立医科大学組織運営規則（平成１８年４月１日和医大規則第４

号。）第１９条の規定に基づき，和歌山県立医科大学教育研究開発センター（以下「センタ

ー」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。 
（目的）  
第２条 センターは，和歌山県立医科大学（以下「本学」という。）における医学・保健看護学

教育の研究， 開発，企画及び評価方法の研究並びに入試制度の研究を行うことにより，本学

の医学・保健看護学教育活動の円滑な推進と不断の改善に寄与することを目的とする。 
（自己評価等）  
第３条 センターは，和歌山県立医科大学学則（平成１８年和歌山県立医科大学規則第１号。）

第２条の定めるところにより，センターに係る点検及び評価（以下「自己評価」という。）を

行い，その結果を公表する。 
２ 前項の自己評価については，本学の職員以外を含めた者による検証を受けるよう努め 
るものとする。 

３ 第１項の自己評価を行うため，和歌山県立医科大学教育研究開発センター自己評価委 
員会（以下「自己評価委員会」という。）を置く。 

４ 自己評価委員会に関し必要な事項は，別に定める。 
（教育研究等の状況の公表）  
第４条 センターは，センターの教育研究及び組織運営の状況について，定期的に公表する。 
（業務）  
第５条 センターにおいては，次の各号に掲げる業務を行う。 
一 医学・保健看護学教育システム全般に関わる研究，開発及び企画 
二 医学・保健看護学教育の内容･方法及び授業改善（ＦＤ）に関わる研究，開発及び企 
画 

三 医学・保健看護学教育のカリキュラムに関わる研究，開発及び企画 
四 医学・保健看護学教育の臨床技能教育に関わる研究，開発及び企画 
五 医学・保健看護学教育の評価方法の研究 
六 入試制度の研究 
七 その他センターの目的を達成するため，必要な事項 
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（部会）  
第６条 センターに次の各号に掲げる部会を置く。 
一 カリキュラム専門部会 
二 入試制度検討部会 
三 臨床技能教育部会 
四 教育評価部会 
五 ＦＤ部会 

２ 部会に関し必要な事項は，別に定める。 
（職員）  
第７条 センターに次の各号に掲げる職員を置く。 
一 センター長 
二 副センター長 
三 本学の専任教員のうちから学長がセンターに兼ねて勤務を命じた者 
四 その他必要な職員 

２ 前項第２号から第４号までの職員は，センター長の命を受け，センターの業務に従事 
する。 

３ 第１項第３号の職員が兼ねて勤務を命令される期間は，２年とし，再び命ずることが 
できる。ただし，欠員を生じた場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（センター長）  
第８条 センター長は，教育研究開発センター専任教授をもって充てる。 
２ センター長の任期は，当該センター長の専任教授としての任期とする。 
３ センター長は，センターに関する事項を掌理する。 
（副センター長）  
第９条 副センター長は，本学の専任教員のうちから，センター長が命ずる。 
２ 副センター長は，センター長の業務を補佐し，センター長に事故があるときは，その 
職務を代理する。 

３ 副センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員を生じた場合の後 
任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（運営委員会）  
第１０条 センターに，和歌山県立医科大学教育研究開発センター運営委員会（以下「運営委

員会」という。）を置き，センターの教育又は研究に関する重要事項を審議させる。 
２ 運営委員会に関し必要な事項は，別に定める。 
（庶務等）  
第１１条 センターの庶務は，事務局学生課において処理する。 
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（雑則）  
第１２条 この規程に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 
この規程は，平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 
この規程は，平成２２年４月１日から施行する。 
 
 
和歌山県立医科大学教育研究開発センター部会長等会議運営要項 

制  定 平成 18 年７月１日 和医大教研開セ要項第１号 
最終改正 平成 22 年４月１日              

 
（趣旨）  
第１条 この要項は、和歌山県立医科大学教育研究開発センター運営委員会規程（平成１８年

和医大規程第１５号）第７条第２項の規定に基づき、部会長等会議の組織、運営等に関し、

必要な事項を定めるものとする。 
（部会長等会議）  
第２条 部会長等会議は、次の各号に掲げる者で組織する。 
一 センター長 
二 各部会長 
三 その他センター長が必要と認めた運営委員会委員 

２ センター長は、部会長等会議を招集し、その議長となる。 
３ 部会長等会議は、運営委員会の要請に基づき、各部会相互に連携または調整が必要とされ

る事項及び特定の審議事項を審議する。 
（要項の改廃等）  
第３条 この要項に疑義が生じた場合の解釈及び改廃は、センター運営委員会において行う。 
（庶務等）  
第４条 この要項に関する庶務は、事務局学生課において処理する。 

附 則 
この要項は、平成１８年７月１日から施行する。 

附 則 
この要項は、平成２２年４月１日から施行する。 
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教育研究開発センター運営委員会委員               （平成３０年度） 
 
委員長 村田 顕也  教育研究開発センター長 

村垣 泰光  医学部長 
柳川 敏彦  保健看護学部長 
平井 秀一  入試・教育センター長 
出口 博之  事務局 事務局長 
森 めぐみ  教育研究開発センター長 助教 

 
センター部会委員                    （平成３０年度） 
 
 カリキュラム専門部会 

部会長         村田 顕也    教育研究開発センター長 
副部会長        柳川 敏彦    保健看護学部長 
医学部委員       廣田 麻子    教養・医学教育大講座   教授 

平井 秀一    教養・医学教育大講座   教授 
森川 吉博    解剖学第２講座      教授 
改正 恒康    生体調節機構研究部    教授 
山田 源     遺伝子制御学研究部    教授 
赤阪 隆史    内科学第４講座      教授 
伊東 秀文    神経内科学講座      教授 
鈴木 啓之    小児科学講座       教授 
中尾 直之    脳神経外科学講座     教授 
井箟 一彦    産科・婦人科学講座    教授 
廣西 昌也    紀北分院総合内科学    教授 
上野 雅巳    地域医療支援センター長  教授 
森 めぐみ    教育研究開発センター   助教 

学生委員        ２名※学生自治会代議員会において毎年度選出する。 
保健看護学部委員    柳川 敏彦    保健看護学部長 

井上 みゆき   保健看護学部       教授 
岩村 龍子    保健看護学部       教授 
岡本 恭子    保健看護学部       特命教授 
志波  充    保健看護学部       教授 
辻 あさみ    保健看護学部       教授 
前馬 理恵    保健看護学部       教授 
増田 匡裕    保健看護学部       教授 
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水越 正人    保健看護学部       教授 
宮井 信行    保健看護学部       教授 
森岡 郁晴    保健看護学部       教授 
山口 雅子    保健看護学部       教授 
山東 資子    保健看護学部       准教授 
坂本 由希子   保健看護学部       准教授 
服部 園美    保健看護学部       准教授 

 
 臨床技能教育部会 

部会長         加藤 正哉    救急・集中治療医学講座  教授 
副部会長        柳川 敏彦    保健看護学部長 
医学部委員 
 OSCE 部会      村田 顕也    教育研究開発センター長 

園村 哲郎    放射線医学講座      教授 
岩倉 浩     内科学第１講座      講師 
久保 隆史    内科学第４講座      准教授 
柑本 康夫    泌尿器科学講座      准教授 
尾浦 正二    外科学第１講座      准教授 
水本 一弘    医療安全推進部      准教授 
羽野 卓三    学長特命教員（特別顧問） 
田中 才一    眼科学講座        准教授 

 CBT 部会       山田 源     遺伝子制御学研究部    教授 
森 めぐみ    教育研究開発センター   助教 
村田 顕也    教育研究開発センター長 
竹下 達也    公衆衛生学講座      教授 
西尾 真智子   微生物学講座       教授 
山本 景一    医療情報部        准教授 
田中 篤     内科学第４講座      准教授 
中西 正典    内科学第３講座      准教授 
鵜飼 聡     神経精神医学講座     准教授 
西  理宏    病態栄養治療部      准教授 
南  佐和子   総合周産期母子医療センター 准教授 

保健看護学部委員   柳川 敏彦    保健看護学部長 
    岩村 龍子    保健看護学部       教授 

岡本 恭子    保健看護学部       特命教授 
辻  あさみ   保健看護学部       教授 
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水田 真由美   保健看護学部       教授 
 
 FD 部会 

部会長         柳川 敏彦    保健看護学部長 
副部会長        村田 顕也    教育研究開発センター長 
医学部委員       山田 源     学生部長 
            廣田 麻子    教養・医学教育大講座   教授 
                       井原 義人    生化学講座        教授 
            藤井 隆夫    リウマチ・膠原病科学講座 教授 
            森 めぐみ    教育研究開発センター   助教 
保健看護学部委員    柳川 敏彦    保健看護学部長 

井上 みゆき   保健看護学部       教授 
            水越 正人    保健看護学部       教授 
                       山口 雅子    保健看護学部       教授 

                           山田  忍    保健看護学部       准教授 
            

 入試制度検討部会 
部会長         柳川 敏彦    保健看護学部長 
副部会長        近藤 稔和    法医学講座        教授 
医学部委員       村田 顕也    教育研究開発センター長 

平井 秀一    教養・医学教育大講座   教授 
金桶 吉起    生理学第１講座      教授 
村垣 泰光    病理学講座        教授 
竹下 達也    公衆衛生学講座      教授 
北野 雅之    内科学第２講座      教授 
山本 信之    内科学第３講座      教授 
森 めぐみ    教育研究開発センター   助教 

保健看護学部委員    柳川 敏彦    保健看護学部長 
            井上 みゆき   保健看護学部       教授 

岡本 恭子    保健看護学部       特命教授 
増田 匡裕    保健看護学部       教授 
水越 正人    保健看護学部       教授 
宮井 信行    保健看護学部       教授 
森岡 郁晴    保健看護学部       教授 

 
◆ 教育評価部会 
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部会長        村田 顕也    教育研究開発センター長 
副部会長       柳川 敏彦    保健看護学部長 
医学部委員      羽野 卓三    学長特命教員（特別顧問） 
           平井 秀一    教養・医学教育大講座   教授 

茂里 康     教養・医学教育大講座   教授 
井原 義人    生化学講座        教授 
改正 恒康    生体調節機構研究部    教授 
山本 信之    内科学第３講座      教授 
伊東 秀文    神経内科学講座      教授 
森 めぐみ    教育研究開発センター   助教 
藤本 眞一    奈良県立医科大学教育開発センター 教授 

保健看護学部委員    柳川 敏彦    保健看護学部長 
志波 充     保健看護学部       教授 
前馬 理恵    保健看護学部       教授 
森岡 郁晴    保健看護学部       教授 
池田 敬子    保健看護学部       准教授 
服部 園美    保健看護学部       准教授 
上野 美由紀   保健看護学部       講師 

 
 教育研究開発センター自己評価委員会 

村垣 泰光    医学部長 
柳川 敏彦    保健看護学部長 
太田 茂     参事（薬学部長予定者） 
平井 秀一    入試・教育センター長 
山上 裕機    病院長 
山田 源     学生部長 
森 めぐみ    教育研究開発センター   助教 
藤本 眞一    奈良県立医科大学教育開発センター 教授 
大江 嘉幸       前和歌山市教育委員会教育長 
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9.学術大会での発表 日本教育工学会 第34回全国大会

医学部初年次オリエンテーションへの
ファシリテーション教育の導入

和歌山県立医科大学教育研究開発センター
平野隆則 森めぐみ 村田顕也

1

背景1

•県唯一の医学部定員100人
H19年60人→100人大増員
→留年・中退者の増加
→面談を実施
→学生の「孤立」学習

•「孤立」学習させない指導
2

背景2

•初年次からグループ学習導入
ファシリテーション教育は未実施
→発表は要領よく行う
→グループ学習の効果に疑問の声

3

目的

ファシリテーション教育を導入し
ワークショップを実施することで、
学生のコミュニケーション能力を
高め、学生生活への主体性を引き
出す。

4

実施内容（概要）

ワークショップ
「自分たちがめざすよい医者とは」
対象 医学部1年生（100人）
実施日 2018/4/10（入学3日目）
場所 解剖実習室（18テーブル）
時間 2時間50分（休憩20分）

5

プログラム

6

ガイダンス（10分）
グループ分け（20分）自己紹介（10分）
アイスブレイク「漢字クイズ」（10分）
休憩（10分）
グループ演習「フェルミ推定」（20分）振り返り（10分）
グループ演習「よい医師の条件」（30分）全体共有（10分）
個人演習「どんな医師になりたいか」（10分）
休憩（10分）
グループ内共有、ブラッシュアップ（20分）
チェックアウト「私の目指す医師」宣言（20分）
全体振り返り（20分）
センター⾧講評（10分）
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9.学術大会での発表 日本教育工学会 第34回全国大会

グループ分け「バースデーチェーン」

1月生まれ

12月生まれ

出席番号の離れた学生と話す機会を作る

集団行動（着席）

•全員で協力して速やかに着席する
•走らず、声を掛け合って。

C

B

A

F

E

D G

H J

I

L

K

O

N

M

PQ

ホワイトボード 出入り口

教卓

自己紹介

今日呼ばれたい名前を名札シールに書く
•名前（あれば呼ばれたい名前も）
•出身地など
•自分を動物に例えると･･･、その理由も
猫（気まぐれ）、鶏（朝方）、リス（小さい）

話し終えたらみんなで拍手
7分で全員がしゃべれるように協力する

アイスブレイク「漢字探し」
•表示された画像から漢字を探す
•多少ブサイクでもOK
•目標はグループで40個以上
•制限時間は3分間

グループ演習「フェルミ推定」

Q1. 本学付属病院の外来の1日
平均患者数は何人か?
•制限時間は20分
•カンニング禁止
•論理的に答えを出す
•独断と多数決を避ける
•答えはA4用紙に書く

グランドルール

•みんなの時間を大切にしよう
•クラスメイトの発言をよく聴こう
•積極的に参加しよう
•勇気を出して失敗しよう
•発言してくれた人には拍手を送ろう
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9.学術大会での発表 日本教育工学会 第34回全国大会

閑話（ファシリテーターTIPS）

13

ワークショップの目的設定
医学部教育目標
コミュニケーション能力及びリーダー
シップを備えた協調性の高い人材
教育課程（カリキュラム・ポリシー）
弱い立場の人々と真摯に向き合える共感
的態度やコミュニケーション能力

14

→本学の教育指針に沿うものに

オリエンテーションの狙い

グループ演習（ワークショップ）

共感的態度

コミュニケーションの基礎

問いの設定

「どんな医師になりたいか?」

•自己実現欲求・内発的動機付け
•相互理解
•学ぶ目標設定

16

受講者に体験してほしいこと、学び

① グループで協力することで、一
人では出せない答えにたどり着
く体験

② 他人の話を聞くこと、違う考え
方の学生がいることに気付く

③ さまざまな理由から医師を目指
す“仲間”と共に学ぶマインド
セットを作る

17

→ゴールイメージの共有

ワークショップの種類

① ワールドカフェ
相互理解・コミュニケーション
② チーム・ビルディング
受験競争→協働へのシフト
③ 質問作りワークショップ
主体的に学問と向き合う意識作り

18

ゴールイメージから②を選択

36



9.学術大会での発表 日本教育工学会 第34回全国大会

19 20

21

「私の目指す医師」宣言

アンケート結果

•本日のオリエンテーションの満
足度（1.悪い～5.良い）平均=4.59

23

良かった点

•新しい友人が出来たこと
•初対面の方と話せた
•名簿順ではなかったので、名簿が遠かった人とも話せ
た。話す時間が⾧かったので一人一人話すことができ
た。

•色んな人と喋れた医学部生の自覚が新たに生まれた。
•自分の内面を客観的に見直し、他の人のいい所や自分
にない才能を発見できる機会となり、いい刺激になり
ました。

•友達をつくり、交流を楽しみつつ、これから必要な事
を学ぶことができたこと

24
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9.学術大会での発表 日本教育工学会 第34回全国大会

改善してほしい点

•各チームの発表時間をもっと⾧くしてほ
しい。

•席替えを2回くらいしたらもっと喋れるの
かなとおもいます。

•もう少し色々な人と関われたら良かった
と思います。

•時間が欲しいところもあった
•⾧かった

25

今後取り組みたいこと
•もっと色んな人と喋ることをしたい!
•何事にも積極的に参加して行きたい
•これまで喋ったことない人に頑張って話しかけ
たい

•ミスを恐れず発言する
•ユーモアあふれ自信に満ちた行動したい!
•また話し合いの機会があればいいと思います。
•日頃から色々な視点をもてるよう意識していき
たいと思います

•たまに同じようなことを開催してほしい
26

考察
•高い満足度が得られた
コミュニケーションそのものが良い刺激

•講義とは異なる深いつながり
•班替えとグループ発表にニーズ

→プログラムの改良、時間の確保
•アウトプットのレベル感にばらつき

→もう一段階掘り下げる仕掛け
•初年次のキャリア教育と捉える

27

教育研究開発センター的視点
•当センターの役割を学生に周知できた
•学生の顔と名前と目標を記録できた

28

課題と今後の展望

•今後の受講生の見守り
→別講義で「傾聴の姿勢ができた」
というフィードバックがあった
グループ学習の質向上につながるか

•継続した開催の必要性
各学年で振り返りの機会を設ける
キャリア教育として取り組む

29

38



 
 

2018 12 8 9  
  

 
 

 
12 9 9:30 10:40 
 

 
Ask for Students desired course for elective class By Using Smartphone 
 

 
 

Moodle

 
 

39



学生のスマートフォンを用いた選択授業希望調査の実施
Ask for Students desired course for elective class By Using Smartphone

平野隆則、森めぐみ、村田顕也 
HIRANO,Takanori MORI,Megumi  MURATA,Kenya 

和歌山県立医科大学教育研究開発センター 
Center for Educational Research and Development,Wakayama Medical University 

<あらまし>Moodleの投票フォームを用いて、学生の端末から選択科目の希望票の集計を実施した。本学ではこれまで手作業で紙面を収集し、くじ抽選していたため、結果発
表に時間を要した。また、学生の希望に偏りが生じていた。プログラムを用いて抽選を実施した年もあったが、人員交代時にうまく継承されなかった。そこで人員交代を見据
え、継承が容易な方法を提案し、本年度試験運用を行った。

本学のeラーニングシステム状況

Microsoft Azure

学生はPC室からのみ 
アクセス可

作業フロー

学生（医学部1年

従来の方法 
紙面で希望を募りくじ引き 
集計と抽選に時間がかかる 

新たな方法 
学生はスマートフォンでMoodleにアクセス 
「投票」モジュールで希望を提出 
抽選には「抽選王」を用いて実施

実施結果

従来の方法（紙面投票） オンライン投票の結果

使用リソース 
VCPU2,RAM4GB,データディスク4,
最大IOPS1600,ローカルSSD8GB 
料金　2,282円（1カ月間） 
※使用時のみ稼働させるなどクラウド
ならでは柔軟な運用も可能。 

クラウド上の仮想サーバーの負荷とコスト

課題 
・講義室に無線LANを導入したが、学内ネットワーク
ではないため、eラーニングサーバが利用できない。 
・学生が所持しているスマートフォン・タブレットな
どを講義に活用できていない。 

今回の試み 
・クラウド上の仮想サーバーにMoodleを導入し、講
義室や学外から活用する。 
・試験運用の最初の一歩として選択講義の希望調査を
実施。 
・職員や学生に「教育支援システム」として認識して
もらい今後の活用に理解を得る。

改善点と展望
・集計コストが下がったので第3希望まで
でなく全科目の希望順を集計する。 
→学生の意欲的な講義への参加を促進 

・投票結果を明快に示し、第2希望以下の
「死に票」を減らす。 
・セキュリティー、保守の在り方を検討40
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1: SENP1-mediated NEMO deSUMOylation in adipocytes limits inflammatory responses and type-1 
diabetes progression. Nat Commun. 2015; 6: 8917 

2: Tau ablation in mice leads to pancreatic β cell dysfunction and glucose intolerance. FASEB J. 2018 
Jun;32(6):3166-3173  

3: Stull, N. D., Breite, A., McCarthy, R., Tersey, S. A., Mirmira, R. G. Mouse Islet of Langerhans 
Isolation using a Combination of Purified Collagenase and Neutral Protease. J. Vis. Exp. (67), 
e4137, doi:10.3791/4137 (2012). 
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